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中尾の中尾の中尾の   
家族心理学家族心理学家族心理学   
（１３）（１３）（１３）   

＜多くの夫婦のとあるストーリー＞  
 

■起 --------------------------------- 
 

不機嫌 

怒鳴る  

無視する  

馬鹿にする  
 

それを言うと  

「被害妄想」と返される  

一方で  

「空気を読め」と言われる  
 

そう言われるのがイヤで  

夫の顔色をうかがうようになり  

自分の感情は封印していった 

  

■承 --------------------------------- 
 

夫が計画したら行かなければならず 

行ったら楽しまなければならない  
 

子供にはいい父親振りを見せてはいるが  

子供の前で私を蔑む  
 

子供を味方につけ  

私は家政婦  
 

…子供に当たってしまっている  

ハッと気づいた  

 

■迷１---------------------------------  
 

夫を変えようとしても変わらない  

だから夫の感情は無視し、自分がなんとも思わ

ずに生活できるようになろうとした  

が、  

動悸がする  

胸がざわつく  

夫に死んでほしいと思う  
 

やはり、 離れなければいけない  

でも、 生活基盤は…  

迷う中で、何とか自分を取り戻し、 

強い自分になろうと、  

女性専門のカウンセリングに通い、  

子供時代を振り返り、  

心療内科にも通った。  
 

自分が戻ってきた…  

 

■限----------------------------------- 
 

「おまえがおかしい」と何度も言われたある日、  

突然、全身がガタガタと震えだした 
  

『あ、なんか私おかしい』  

不思議と冷静な自分がそう思っていた。 

 

■迷２---------------------------------- 
 

私はなんでここにいるのか 
 

私はただ、  

「私の気持ちをわかろうとして欲しい」  

－それだけだった。  
 

それに、 私は、夫から離れるのが怖かった。  

自分の不幸を責任転嫁する対象を失うのがイヤ

だったのだ。  
 

でも、もう自立しなければ  

この関係を選んだ責任を、  

この生活をここまで続けてしまった責任を、  

私は自分でとらなければならない… 
 

私は、メールを出した 

家族カウンセリングは、まだ可能性があるのか…  

■転 --------------------------------- 
 

冒頭から最後まで泣き通しだった。 

涙でぐちゃぐちゃになりながら読んだ。  
 

労りの言葉－名前のつけようのない感情が湧

き上がって涙があふれた。  

次に  

自分に自信を持っていいと褒められて、嬉しく

て嬉しくて泣いた。  
 

そして  

「ご主人へのカウンセリングは、現時点では意

味がありません」  

－絶望に打ちのめされた…。  
 

でもこれで、半端な希望を持たずにすんだ。  

どんどん夫から心を離していくことができた。  
 

やがて、すっかり他人の心情になってくると  

近寄りたくない、という気持ちが強くなっていた。  
 

この気持ちを、私は素直に受け入れたいと思った。  

 

■結 --------------------------------- 
 

私たちは離婚した。 
 

拍子抜けするほど、生活には変わりがない。 

子どもたちも健やかだ。  

そして、  

心が解放されて自分でいられる時間が長く

なった。  
 

見上げる空が、気持ちいい。  
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